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日本産烏賊類における副纏卵腺について

（第　　一　　報）

斉藤眞太郎

　　（一）繕　　　言・

　閉眼族鳥賊類の騰個体に存する副纏卵腺の機能についてはまだ定読がない。閉眼族におけ

る細菌による発光莱生が明らかにさ牝てがらBuchner，P1eranton1氏等は，こ牝に関連し

て副纏卵腺の機能を誘明しようと試み牝。甑ち副纏卵腺は発光細菌の原姑共生器官であり，

副纏卵腺そのものは発華を示さな“が，共生宿主なる鳥賊の母体から婁卵を通じて共生綱菌

を子孫に偉える牝めの欝官であると主張しているのである。こ柞は多副纏卵腺内にはある種

の綱菌が棲息するごと婁副纏卵腺の位置が纏卵腺の開口部にあるごξ，発光菌の共生によっ

て発光する鳥賊においては，共生宿主と莱生細菌との間に常に種的特異闘係があること等の

事実に立脚して，副纏卵腺肉には発光菌が棲息し，卵子が卵菓を出て纏卵腺より分泌する卵

穀によって被われる際，同時に副纏卵腺により発光菌を塗抹されると〉・う仮誘であり，実験

的に証明さ牝たものではない。lMlortara，Skow1on氏等は，副纏卵腺内の細菌の増養実験の

結果から，Buchner及びPierantoni両氏の考えを否定している。岸谷氏は本邦に産する

閉眼弗鳥賊数種について発光共生の事実を明かにしたが多こ牝に関蓮して，これらの鳥賊の

副纏卵腺は事その構造，内部に棲息する細菌と宿主たる鳥賊との間の種貞勺特異関係等より考

えて，副纏卵腺ば一種の細菌共生器官であろうと示唆しているが，その細菌が発光細菌でな

〉・点からBuchner及びP1eranton1両氏の仮定にば賛蔵していない。

　それでは副纏卵腺ばどんな機能を有する器官であろうか，著者は婁ご㊧間題の解決に志し

て，目下研究に從事しつつあるが，今目まであげ得た威果の一瑠をここに発表する。

　　（二）材料及破方街

　研究対象として主に用いられナこ材料は，ミミイヵEupry㎜na狐orse1Ver111多ケンザキイ

カlLo119o　edu11s　Hoy1e，イスイカSep1oteuth1s1essomana　Ferssacの三種で多廣島湊勇

天草島富岡町，幅井縣ゴ國町，島根縣浜田市等の滑海で漁獲されナこ極めて新鮮なもののみ轟を

用いナこ。

　副纏卵腺の構造を精査するナこめには，生材料を解剖し或は切片標本を作っ牝，材料の固定

には，3％食塩加ブァン溶液を用い，パラフイン封にし牝。切片の厚さは6～10μとし，ハ

イデンハイン氏鉄ヘマトキシリンーオレンジG及びデラフイFルド氏ヘマトキシリン…エ

オシンの二重染色を施し，なお組織内紬菌染色法’としては右炎駿フクシンを用い，微温氷酷

酸稀釈溶液申でその染色調整を行つ牝。副纏卵醸の内容擬取の牝めには腺を3夕6の減菌食埠

水で丁寧に洗條し，時計皿中に切り離し，白金線でそれぞ牝の部位の内容を取り出し分離増

養を試みた。同時に懸滴並びに塗抹標本を作製し，こ牝に紬菌学的染色を施した。こうして

発光菌の共生するか否かを確めた。

　腺内に棲息する細菌の分離増養に用いた増養基は弐の各種である。
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　3％食塩加普通寒天増養基，3タ6食塩加普通ゼラチン塀養基，馬鈴薯増養基　3％食塩加

外套膜煎汁増養基，牛肉ペプトン増養基血清増養基多牛乳増養基，血潜塞天増養基r海

水増養基」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1各増養基ともPHτO～Z5に調節し牝。）

　　（三）副纏卵腺のタ鰯形態

副纏卵腺はミミイカに為いては外套膜腹側申刑⊂ある一個不対の扁平圃心麟型の器官であ

る。（第1図1．2）ごの器官は第4図（ABC）に示したように纏卵腺の開孔部と対膳して開孔

1
第

　　　　　　　　　　　　　2

　　1　　　図

し海水申においてその内部と外囲とが相交流してい

る。

　ケンザキイカとイズイカ（アオリイカ）において

ばミミイカのそれと同じ位置にあり，左右対をなし

て存する。ケンザキイヵ亡は円形，1イズイヵでば楕

円形である。これらの腺の前表面は纏卵腺（または

卵嚢腺）と共に緒締組織で被われ，しかもその被膜

にば卵のう膜則端部左右一対の通孔を外套腔内に開

く。各腺の表面の色彩はミミイヵではその個体によ

り種々変異があり，腹側表面は1全部赤色のもの，赤

褐色のもの，淡紅色のもの，黄褐色のもの，中央部

紅桃色周縁部淡黄白色のもの，中央部淡赤色周縁部

淡黄色のもの茅中央部赤褐色周縁部淡黄色のもの、

中央部淡黄色周縁部白色あもの等あり多しかもその

申央部と周縁部との色彩区劃は個体により一定しな

い。ケγザキイカにおいてぼ腺体腹側凹部内に赤，

澄，白色の三種の多くの小球扶のもの（第3図2）を

　　　　　　　　　　　　皿

　　　　　第　　2　　図

見る。イズイヵにおいては概ね赤褐色、糠黄色，白色の彩（第1図3）を示している。

　第皿図　ミ　ミ　イ　カ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1副纏卵腺と纏卵腺腹酉図X地
例槻　　＿眺　　　　4脈…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．左側副纏卵腺背百図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図ケンザキイカ
　　　　　㈱　　　X！γ12（功　。ケンザキイカ切開腹醐紅
感　　　　　　　　　　　　　脇1
　　　　　　　　　　　　　　か　　　　’　イ　　　　2．副纏卵腺と纏卵腺の腹衝図XCa弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽虻．
　　　　　肋．　　　　　　　　　　　、δκ　　　　3一左側副纏卵腺背面図
　　　　　　　　　　　　　佃！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4図副纏卵腺と纏卵腺との開孔部対薩関係を1

　　　　　ル㌣　　　　　　　　　　　　　鮒　　　　　　　示す比較模式図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A－C）ミミイカ：（A），副纏卵腺と纏卵腺の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腹酉図，（B），（A）に拍ける文方向の棲断百図声
胎雫　（、）　（1）脇．戸（・）　（。），（・）に捌する。方向の縦断醐（。一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・¢N．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G）ヶンザキイカ；（D），副纏卵腺と纏卵腺の
　　　　・帥ピ　　　　　　Y　o　　　　　　　　…部の腹酉図，（E），（D）に拍けるX断酉図，
　　　　　　　　　　　　　帖イ　　　協
　　　　　　H、べ　　　　　　　　　　　　　　　　　（F），同で断百図，一同Z断面図，（亘一工）イズ

　　　　　1刈州　　　∵，1二鴛竺二驚二丁鴛去
　　　　　　　第　　4　　図　　　　　　　　　　図

　a－N．副纏卵腺　eN．纏卵腺　Hoh副纏卵腺凹部　Leu発光器Lg発光腺と副纏卵腺とにつら
　なる排串管　L．1ノンズ　Men．被膜’Mut．輸卵管　δ此被膜通孔　Ri土副纏卵肢凹溝部Tin．墨＝
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　汁腺。

　　（四）副纏卵腺の内部形態

　副纏卵腺の内部組織はミミイカ，ケンザキイカ，イズイカ未にぼぼ同様である。腺体の表

面は薄〉・被膜によって被わ仏　そg内部にば迂曲輝綿せる箪一あるいは複合分岐性の嚢管

（第1図2，第8図）が充満して〉・る。各のう管は纏卵腺則端開孔部に対磨近接する腹側凹溝

部に群列して開孔しジ被膜の揮孔によって外套膣に通する。肉眼ではその管を弁じ難〉・が，

連続片プレパラートによって嚢管の関連及びその構造が明らかにされる。のう管の組織染色

の結果を見るに織維扶紬胞はヘマトキシリンーエオシンでは鮮紅色に，ヘマトキシリンーオ

レンジGでは淡黄色に，膜壁の表皮細胞はヘマトキシリンー一エオシンでは淡赤紫色に，核及

び内容物は淡紫色，カPボルフクシンでは核は暗紅色，内容物は深紅色に染まる。

　ミミイヵにお〉・ては腺体の周縁及び背側部は主として各嚢管の先端分岐部鰹絡して〉・る部

分で茅最も織細な長〉・管からなり，各管は弐第に相合して一本のやや太い管條となる．かく

してこの多くの管條が二群にわかれて腺の腹側二條の凹溝部に達し細口となって開孔し，

艦卵腺剛端開孔部と向き合ってv・る。管壁は第8剛〔示すように鞭毛（Ge1）を有する一暦

の表皮細胞厨から威るが・二紬い分岐管の紬胞には鞭毛を認め難〉・部分もある。開孔部におい

ては恰も卵嚢腺内に並列する多数の腺隔壁に見る長v・鞭毛のように比較的長v・鞭毛が密生し

ている。なお管内の内容物は殆ど全長にわたって存在する。腺の外観上の種々な色彩は嚢管

中の内容物によって現われるのでなく，主として嚢管をおさめている基質の色彩によるもの

と認めら牝る。嚢管そのものの色彩はミミイカの個体による別もなく常に管内容物によって

現われる淡乳白色を呈している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケンザキイカにおいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，その嚢管の中程の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一部で分岐しはじめ，先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　端部に行くにつれてミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミイカにおけると同様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に分枝してv・るが，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の纏絡部の長さははる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かに短Iく，腺体背側に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お〉・て赤色穫色白等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部分が相交錯して菊花

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　模様（第3図3）を呈し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てV・る。腹面において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は順弐分岐管を合一し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て李くなった部分はそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れぞれ赤色，橦色，白の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穎粒を並べた様に（第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・3図2）なって，被嚢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹部内（：Hoh．二）に肉眼

　　　　　　　　　　　第　　5　　図　　　　　　　　　　でも分別できる位に発

達してv・る一三通りの嚢管がある。ごの部から急に短綱管口となってミミイヵに似た関係をも

fig020801.pdf
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って開孔してv・る。

　イズイカにおv・ては大体ケン．ザキイカに似て〉・るが，ただ開孔部附近の嚢管部はそれぼど

ふくらんでい在いカ↑ら腺体の全面は分枝管の不規則な集條纏1辞模様（第2歯L2）を呈する。

なおイズイヵの腺体凹溝部は楕円球扶腺体の長倒〔滑v・劃線扶に位置する。ごこに嚢管が開；

孔していることは前二者と同様である。

　第5図　ケンザキイカの副纏卵腺と緩卵腺をよぎる部位の籏断面図X20第4図DのOP）

　第6図　イズイカの副纏卵腺の凹溝部をよぎる維断面図X15（第4図H参照、

　第7図　ミミイカの副纏卵腺と纏卵腺の対磨する部分の籏断面図X20（第4図AのX’）

　第8図　副纏卵腺の嚢管比較模式図

　　（A一一E）：ミミオカ，（A），1個の嚢管，（B），（A）におけるa部の断百図，（C），同b部断面図，

　　（D、，同c部断百図，（E），同d部断面一図

　　（F一丁）：ケンザキイカ，（F）；1個の嚢管，（G），（F）におけるa部の断酉図，（H），同b部断面

　　図，（I、，同C部断面図，（∫），同d部断面図

　　（K－O）：イズィカ（’またはプオリィカ），　（K），1個の嚢管，（L），（K）におけるa部の断面図，

　　（M、，同b部断1面図，（N、，同c部断面図，（O），同d部断酉図

　　a－N∵副纏卵腺　Ep－z．表皮紬胞　Gef．脈管　Gei一鞭毛　Inh嚢管内容物　Nid．纏卵腺　6任n．

　　嚢管開孔　Rek．直腸　↑in．b．墨汁嚢　Tin．9．墨汁腺

　　（五）腺内紬菌分離培養の結果

　副纏卵腺内より分離し，上述の増養基に増養増殖し得た紬菌には，発光するものはなかっ

牝。増養し得た細菌は，二種淀〉・し三種であったが，形態的には，一同一種鳥賊からは常に同

種の細菌が分離堵養された。但し鳥賊とその副纏卵腺内の紬菌との間に種的特異関一係が存す

るか否かは，ま牟明らかにされな〉・。

　副纏卵腺内に棲息する紬菌につv・ては，後目詳述する。．

　　（六）摘　　　要

　閉眼族烏賊類雌性個榊こ存する副纏卵腺の機能はま牝不明である。本研究ぱ副てん卵腺内

に棲恩する細菌に特に留意し，その方面からこの腺の機能を明かにせんとするものでここに

誌したものはその第一報である。

　（1）　ミミイカ，ケン・ザキイヵ，．イズイカの三種につ〉・て副てん卵腺は解剖学的，組織学

的に精査され牝。

　（2）上記ゴ種の鳥賊類の副てん卵腺内に棲息するバクテリァば3晃食塩を含む普通増養

基に分離増養されプこ。

　（3）副てん卵腺より分離培養され牝バクテリァの中に発光する種類ば見出されなかつ㌔

　（4）分離され牝バクテリアの形態及び増養所皐より考えて鳥賊の種類とバクテリアの種

一類との間にば種的特異性の関係が存するもののようである。
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